[bookmark: _Toc65573587]あり方検討調査の趣旨
大阪府中央卸売市場（以下、本市場あるいは府市場）では、平成29年3月に策定した「大阪府中央卸売市場中長期保全計画」に基づき、改修が必要な施設等に優先順位を付け、予防保全により長寿命化を図ることができるものについては更新時期を遅らせるなど、改修に関わる費用の平準化を図り、平成29年度から令和28年度までの30年間で312億円の費用をかけ、改修・修繕・予防保全を実施しながら施設を30年間持たす計画を実施している。
一方、本市場が、府民に安全・安心な生鮮食料品を安定的に供給するためには、開設から40年以上が経過した施設の老朽化への対応と合わせ、急速に変化する物流構造やＩＴ技術の進化に対応できる機能の充実・強化、多様なニーズや自然災害に対応できる施設づくりが求められている。加えて、市場間競争が激化する中で、他の市場にはない先進技術を取り入れたハード・ソフト両面の機能整備が必要な局面となってきている。
本業務は、今後卸売市場に求められるハード・ソフト両面の機能強化を行うために必要な取組みについて、産地や販売先の意向によるマーケットインの視点や他市場の整備動向等を参考にしながら検討するとともに、中長期保全計画で対応可能かどうかを検証し、外部環境や内部環境を分析して本市場の強みを活かした競争力のある効率的・効果的な再整備となるよう、本市場の将来のあり方を検討する。



[bookmark: _Toc65573588]全国の市場や食品流通を取り巻く環境
近年、卸売市場を含めた食品流通を取り巻く環境は、人口減少や単身世帯の増加、食料品の消費量減少や物流業界の働き方改革といった社会経済情勢の変化や、卸売市場経由率の低下、食料品購入先の多様化、EC販売（インターネットを含む通信販売）の台頭、直売・産地直送など取引形態の多様化、生産者の高齢化や資源量減少等による食品流通構造や生産者・消費者の動向の変化によって、大きく様変わりしてきている。
卸売市場法（以下、市場法）が改正され、開設条件や取引ルール等の規制緩和が進む中、生鮮食料品等を消費者に円滑かつ安定的に供給するという食の「社会インフラ」を担うべき卸売市場について、社会経済情勢や食品流通構造に関する各種統計情報を整理した後、大阪府にとっての卸売市場の公益性や改正市場法の影響、全国の中央市場の現状と課題について取りまとめる。

[bookmark: _Toc51667293][bookmark: _Toc65573589]社会経済情勢や食品流通構造の変化
社会経済情勢の変化
ア）大阪府における人口推計について
大阪府における今後の将来予測を含めた人口推計を図 1に示す。大阪府の人口は2010年をピークとして減少期に突入しており、2015年からは30年間で136万人の急激な減少（-15.4％）が見込まれ、2065年には600万人程度まで減少すると推計されている。そのため、人口推計からみると、食料品全体の消費量が伸びていく可能性は低いと考えられる。
[bookmark: _Ref49454255]図 1　大阪府の人口推計
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出典：大阪府政策企画部企画室計画課「大阪府の将来推計人口について」（H30.8）

イ）全国の世帯構造と食料支出割合の変化について
単身世帯数及び総世帯数に占める単身世帯数の割合の推移と世帯別の食料支出割合を図 2に示す。単身世帯数は増加傾向で、総世帯数に占める割合も増加しその3分の1を占める程度まで増えてきている。
さらに、世帯別の食料支出割合をみると、加工食品の支出割合に大きな差はないが、生鮮食品と外食の支出に差が生じており、単身世帯では生鮮食品が19.5％と外食よりも割合が低くなっている。単身世帯が増加していることからも、今後は生鮮食品より外食の食料支出割合が増加していくことが推察される。
なお、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、今後の社会経済情勢を注視していく必要がある。

[bookmark: _Ref49445145]図 2　（上）単身世帯数及び総世帯数に占める単身世帯数の割合の推移
（下）世帯別の食料支出割合
【単身世帯数及び総世帯数に占める単身世帯数の割合の推移】
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【世帯別の食料支出割合】
[image: ]
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出典：農林水産省「卸売市場を含めた流通構造について」（H29.10）
注：生鮮食品は、米、生鮮魚介、生鮮肉、牛乳、卵、生鮮野菜、生鮮果物の合計で
加工食品は、それ以外を示す

ウ）食料品の消費量推移について
食料品の消費量推移を把握するため、平成15年を基準とした際の国民一人当たりの供給熱量（≒消費量）の割合の推移を表 1に示す。特に魚介類は15年間で30％程度も消費量が減少している一方、肉類・鶏卵は消費が伸びている状況である。消費量全体をみても、この15年間で6％減少しており、高齢化も伴い一人当たりの消費量が落ちている傾向がみられる。

[bookmark: _Ref50049982]表 1　平成15年を基準とした際の国民一人当たりの供給熱量の割合の推移
	類別
	H15
	H20
	H25
	H30

	穀類
	100%
	96%
	95%
	92%

	いも類
	100%
	99%
	99%
	98%

	野菜
	100%
	98%
	95%
	95%

	果実
	100%
	101%
	98%
	98%

	魚介類
	100%
	95%
	74%
	71%

	肉類
	100%
	101%
	105%
	116%

	鶏卵
	100%
	101%
	101%
	104%

	その他
	100%
	94%
	92%
	94%

	合計
	100%
	96%
	94%
	94%













資料：農林水産省｢食料需給表｣より流通研究所作成



エ）全国の生鮮品等・加工・外食の最終消費額の割合について
国内消費に占める生鮮品等・加工・外食の最終消費額の割合の推移を図 3に示す。加工品が50.5％と半数以上を占め、次いで外食が32.6％、生鮮品等が16.9％という結果であった。最終消費額とは、消費者が消費する段階で最終的にどの業態から供給されているかを集計している。
過去30年間の推移をみると、生鮮品等は減少傾向で、加工品や外食の割合は増加傾向にある。加工品原料の多くが産地との直接取引により調達されることから、国民の加工品への消費依存が卸売市場の取引額を減少させた一つの要因であると考えられる。

[bookmark: _Ref48155564]図 3　国内消費に占める生鮮品等・加工・外食の最終消費額の割合の推移
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資料：農林水産省「平成27年農林漁業及び関連産業を中心とした産業連関表」
より流通研究所作成
注：生鮮品等は農林漁業が供給している米、野菜、果実、海面漁業、養殖業等を示す。
加工品は食品製造業が供給している肉類、冷凍魚介類、乳製品、塩干くん製品、パン類、冷凍調理食品、レトルト食品、惣菜等を示す。
外食は飲食店、持帰り・配達飲食サービスを示す。


オ）物流構造の変化について
近年の物流構造の変化について、営業用トラックの積載効率の推移を図 4に示す。営業用トラックの積載効率は、人口減少による貨物量の減少や、多頻度少量輸送等サービスの多様化などから、直近では40.5％まで低下していて、この30年で20％弱も減少している。年々、燃料費や人件費の高騰により輸送コストはさらに増大し、労働力不足も顕在化しているため、荷物を集約し積載率を向上させ、出来る限り大型車での効率的な運搬が今後求められていく。
また、平成28年改正の物流総合効率化法では荷主都合の30分以上の待機時間は乗務記録記載の対象となり、厳格に管理される。荷待ちに対する対価を「待機時間料」として規定しており、物流費を負担する産地側の負担となってしまうため、市場間競争において荷待ち時間の削減・荷受作業の効率化は、出荷先の市場を選ぶ一つの要因となっていくと考えられる。
市場に関わる流通においても、この流通構造の変化を捉え、効率化・集約化された輸送網を組める物流に特化したハブ市場化、あるいは配送センター機能を強化し、一括納品等を実現するなど、今後の物流効率化に対応可能な機能強化・施設整備が求められる。

[bookmark: _Ref48664331]図 4　営業用トラックの積載効率の推移








（年）


出典：国土交通省「物流を取り巻く現状について」（H29.2）
注：平成22年度から、自家用貨物自動車のうち軽自動車を調査対象から除外する等調査方法を変更しているため、平成21年度以前とは連続しない。


食品流通構造の変化
ア）卸売市場経由率について
市場取引の現状として、国内の卸売市場経由率の推移を図 5に示す。ピーク時と直近（平成29年）を比較すると、青果が87.1%から55.1%（-32.0%）、水産物が86.0%から49.2%（-36.8%）と減少傾向にある。
一方、業務用の契約取引などで市場外流通の伸長が見られる中、国産青果については88.1%から78.5%（-9.6%）と、いまだ80%近い産品が市場取引によって流通しており、国内産地にとって卸売市場は、産品を販売する上で必要不可欠な存在となっている。

[bookmark: _Ref48063600][bookmark: _Ref48063588]図 5　国内の卸売市場経由率の推移（重量ベース、推計）
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資料：農林水産省「令和元年度　卸売市場データ集」より流通研究所作成
注：卸売市場経由率は、国内で流通した加工品を含む国産及び輸入の青果、水産物等のうち、
卸売市場（水産物についてはいわゆる産地市場の取扱量は除く。）を経由したものの数量
割合の推計値。

イ）購入先別食料支出割合の推移について
一般消費者の食料支出割合（外食は含まない）について、購入先別の生鮮野菜・果物・魚介類の割合の推移を表 2に示す。
生鮮野菜や魚介類の購入割合は、スーパーで7割を超えており、果物でも6割近くと、消費者にとってスーパーが圧倒的な購買チャネルになっているといえる。また、どの分類についても、2009年と比較してスーパーでの購入割合が増えており、市場関係者の見解によれば、この傾向は近年さらに加速しているという。
一方、インターネットを含む通信販売はいずれの分類でも数%と限定的で、直売所での購入を含むその他の割合については、果物で10%程度あるものの、生鮮野菜や魚介類は3%程度にとどまっていて、今後も消費者の購入先はスーパーが中心になるものと推察される。

[bookmark: _Ref48079452][bookmark: _Hlk62227128]表 2　購入先別食料支出割合の推移
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資料：総務省統計局「平成21年全国消費実態調査結果」
　　　総務省統計局「平成26年全国消費実態調査結果」より流通研究所作成


ウ）小売業の仕入先別仕入金額割合について
スーパーや専門小売店など小売業の仕入先別の仕入金額割合の推移を表 3に示す。
青果物、水産物ともに小売業で扱う調査対象品の80%以上を卸売市場から仕入れており、その割合も過去と比較して数%増加している。これは、小売業では商品調達先として、いまだ卸売市場が必要不可欠な存在になっていることを示している。

[bookmark: _Ref48079470][image: ]表 3　小売業の仕入先別仕入金額割合の推移










資料：農林水産省「食品流通段階別価格形成調査（平成29年度）」
　　　農林水産省「平成18年食品流通構造調査（青果物調査）」
　　　農林水産省「平成16年食品流通構造調査（水産物調査）」より流通研究所作成
注：青果物について、2017年の対象品目は16品目、2006年は24品目
水産物について、2017年の対象品目は10品目、2004年は17品目
小数点以下の繰り上げ等により合計が100にならない場合がある


エ）加工・業務用野菜取引の伸長
図 6に示すとおり、家計消費用野菜が減ることで相対的に加工・業務用野菜の割合が増加している。加工・業務用野菜の市場出荷は製品規格や農薬散布数など、生産・流通過程が異なる特徴があるため、大規模な生産法人は効率よく生産し、六次産業化して（カット野菜、冷凍等）から、食品メーカーや中間事業者へ直接流通させている例もある。また、加工・業務用野菜の需要は、最終製品価格が定まっている場合がほとんどであり、市場価格で乱高下することがリスクとなるため、契約取引による安定価格・安定供給を望む傾向にある。
一方で、生産者は市場流通で掛かる経費（集出荷団体経費及び卸売、仲卸経費等）が削減できるものの、生産者自ら販路開拓、出荷調整、配送、受発注、代金決済等の労力や経費等を負担する必要があることに加え、契約量が出荷できない場合の補償や豊作で売れ残りが出た場合の廃棄コスト等も発生するため、すべての取引を加工・業務用野菜として契約取引にすることはリスクである。このため、需給調整ができる卸売市場の流通も、生産者だけでなく実需者にとっても必要不可欠な流通経路として一定の役割を果たしていくと考えられる。

[bookmark: _Ref61545116]図 6　加工・業務用野菜及び家計消費用野菜の国内仕向け量（主要品目）
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出典：農林水産省「加工・業務用野菜をめぐる状況」（令和元年12月）
原典資料：農林水産政策研究所


オ）輸入品・冷凍品の台頭
ライフスタイルが変化していく中、図 7に示すとおり、円高やデフレの影響も受けて昭和50年代以降野菜の輸入量が加工野菜を中心に大きく増加している。次頁の図 8に示すとおり、近年の野菜の供給量は、国内生産量及び輸入量を合わせて約1,500万トンで推移していて、輸入量は青果流通全体の2割程度（約300万トン）まで伸長している。
また、次頁の図 9に示すとおり冷凍調理食品も近年右肩上がりに需要が伸びている。輸入品や冷凍品の一部は卸売市場を経由しているが、計画的に出荷が可能であることから、商社と実需者で直接取引しやすく、市場外流通を伸長している要因の一つとなっている。

[bookmark: _Ref61545424]図 7　野菜の輸入量の推移
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出典：農林水産省「加工・業務用野菜をめぐる状況」（令和元年12月）
原典資料：財務省「貿易統計」


[bookmark: _Ref64882742]図 8　野菜の国内生産量及び輸入量の推移S52　57　62　H4　9　 14  19  20   21  22  23  24  25  26   27  28  29 （年度）
（万トン）














[bookmark: _Ref61545438]出典：農林水産省「加工・業務用野菜をめぐる状況」（令和元年12月）
原典資料：農林水産省「食料需給表」

[bookmark: _Ref64899378]図 9　サラダ、冷凍調理食品、惣菜材料セット等の一人当たり購入金額の推移
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出典：独立行政法人農畜産業振興機構「平成30年度カット野菜・冷凍野菜・野菜惣菜に関わる小売販売動向調査」（令和元年9月）
原典資料：総務省「家計調査年報」

また、食用魚介類の国内生産量・輸入量の推移を図 10に、魚介類の国内消費仕向量の割合を図 11にそれぞれ示す。食用魚介類について、国内生産量は昭和50年ごろをピークに停滞し平成に入ると急激に減少している一方、それを補う形で輸入量が増加してきており、平成29年度には輸入量が半数を超える状況となっている。また、輸入する水産物は冷凍品も多く、水産物でも青果と同様で、輸入品や冷凍品は商社と実需者で直接取引しやすく、市場外流通を伸長している要因の一つとなっている。

[bookmark: _Ref62219177][image: ]図 10　食用魚介類の国内生産量・輸入量の推移












出典：水産庁「水産白書」（平成30年版）
原典資料：農林水産省「食料需給表」

[bookmark: _Ref61545705]図 11　魚介類の国内消費仕向量の割合
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資料：農林水産省「食料需給表」より流通研究所作成

[bookmark: _Toc51667295][bookmark: _Ref64897992][bookmark: _Toc65573590]市場の公益性について
近年、消費者側の視点でいえば、生鮮品を購入して家庭で調理するこれまでの食生活から、単身世帯の増加・高齢化社会の到来による手軽に食べることのできる加工品需要、ファストフードを含めた外食の需要、あるいは産地直送やECサイトでの食料品購入と、食に対する選択肢が広がってきている。
しかし、流通構造の変化の中で、冷凍・加工品、あるいは輸入品や養殖（水産物）については商社系の食品供給が台頭しているものの、生鮮品については、川上である国内産地からの供給と、川下である消費者からの需要を安定してつなぐ存在は、卸売市場をおいて他にないといえる。卸売市場を取り巻く流通環境のイメージを図 12に示す。国内産地の流通は卸売市場以外にも業者との契約取引や消費者との直販など多様化している中で、川上から卸売市場への期待として、受託拒否がない、あるいは代金決済機能を有している点があり、この機能があるため市場流通がいまだに重要な流通経路となっている。また、川下から卸売市場の流通への期待として、多品目の安定した品揃えを有し、それらの一括発注が可能である点が挙げられる。
市場の公益性を考える際には、消費者・生産者それぞれの視点が必要不可欠であるとともに、卸売市場は社会活動に欠かせない食の安定・安心・安全な流通のための「社会インフラ」として一定の公益性を担っており、今後もその役割は継続していくものと考えられる。

[bookmark: _Ref62219287]図 12　卸売市場を取り巻く流通環境のイメージ
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産地側からみた市場の公益性
経営規模を示す販売金額と生産者数の割合を図 13に示す。日本の農水産業（特に農業）は一部の産地で大規模化が進み、産地の生産量が増すことで川中・川下への交渉力の向上や物流の効率化を実現しているが、生産者数との兼ね合いでみると、販売金額2,000万円を切る小規模な経営体が、販売農家及び組織経営体数で74%、海面漁業経営体で64%といまだ大半を占めている状況である。
小規模な生産者にとっては、直接契約するにも荷を集められないことから物流経費が割負けしてしまうため、自ら出荷できる直売所で販売する、あるいは近隣の農協・漁協等に出荷し、市場流通に乗せるというのがいまだ一般的である。生産者にとって直売が成り立つのは直接直売所に持ち込める場合であって、次頁の図 14に示す取引総数極小化の原理を考えても、生産者が小規模でスーパーも寡占化しておらず、少量多品目で産地リレーしながら生産する日本の農産物の生産体系にとって、卸売市場というのは効率的に商品を流通させ、かつ流通全体のコスト縮減が図れる機能を有している。
また、水産物の流通実態を考えると、青果物とは異なり鮮魚の場合は出荷計画が立てにくく、漁獲量によってその日の出荷量が大きく左右することに留意が必要である。また、鮮度が品質・価格に大きく反映されるため保存性がないことも特徴であり、その日に販売することが前提となっている。
その中で、改正市場法においても受託拒否の禁止は継続して残したルールであり、大漁になってしまい行き場のない鮮魚の買い手として、卸売市場の機能は重要な役割を担っている。
このルールは生産者を守るルールであり、青果物の小規模生産者を守ることも含め、生産力の低い大阪府にとっても産地を守ることで、国内自給率の維持・拡大につなげることは意義のあることであり、大阪府内への食の安定供給にも繋がるため卸売市場の役割は公益性も含まれていると考えられる。
[bookmark: _Ref63857114]図 13　生産者数と販売金額の関係【販売農家及び組織経営体数の割合と販売金額の関係】

[image: ][image: ]【海面漁業経営体の割合と販売金額の関係】









資料：農林水産省「農林業センサス2015」より流通研究所作成

[bookmark: _Ref48168091]図 14　取引総数極小化の原理
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出典：平成28年度第2回生鮮取引電子化セミナー講演録
東京農業大学名誉教授　藤島廣二

実需者からみた市場の公益性
前述の表 2、表 3に示すとおり、消費者からみた食料品の購入先割合について、生鮮野菜・果物・魚介類ともに、スーパーでの購入割合が60～70％程度と半数を占めており、消費者にとってスーパーが主たる食料品の調達先となっている。その小売業の商品調達先は、卸売市場を経由している商品が8割を超えている状況である。このことから、消費者の主な食品の購入先はスーパーで、そのスーパーに供給しているのは卸売市場であるという構図がみられ、家庭での食卓を支えているのは卸売市場を経由した食材であるといえる。
このような中、近年の産地は大型化が進み、価格交渉力の強化や物流の効率化が図られつつあり、スーパーでは一部の取扱量の多い商品に関して、契約取引による産地との直接取引が見受けられるものの、数百点の生鮮品を扱う店舗においては、数社の仲卸（あるいは買参権による仕入れ）を介して商品の品揃えができる卸売市場は魅力である。今後も直接取引による市場外流通の増加は一定数増えていく可能性はあるが、食品流通において卸売市場に集荷分荷機能がある限り、実需者にとっても卸売市場の必要性は高いと考える。
なお、ECサイトによる通信販売が増加している傾向にあるが、購入先別食料支出割合でみると全体の2～3％程度に過ぎず、購入商品も限定的であるほか、大阪府内の直売所だけでは生産量が低く、人口の多い府内の需要を賄うことは不可能であり、大消費地である大阪府にとって、卸売市場は必要不可欠となっている。

地域における市場の公益性
北大阪地域への安定的な食品流通を担う拠点としての役割に加え、災害時にも府民への食の安定供給を続け、社会生活を維持させる役割も有している。
特に、南海トラフ大地震による津波被害を想定した場合、被災の可能性は極めて低い本市場が、被災した近隣他市場の代替的役割を果たすことが求められている。


[bookmark: _Toc51667294][bookmark: _Ref64897979][bookmark: _Toc65573591]改正市場法への対応について
規制緩和により取引の自由度がさらに広がる中、今後は、卸売市場が持つ公益性を確保しつつ、産地・生産者や実需者ニーズに対応できる市場機能の強化に向けた取組みが求められる。また、開設区域（供給区域）は撤廃され商圏が重複することで、市場間競争は激しさを増すと予想される。その中で、より広い商圏を対象にした生鮮食料品の供給や商流と物流を分離した取引への対応など、新たな生鮮食料品の物流構造に対応した機能強化の検討が必要となる。

改正市場法の概要について
令和2年6月21日に施行された改正市場法について、改正のポイント、取引ルールの各市場の状況、遵守すべき取引ルールについて、表 4及び次頁の表 5、表 6のとおり整理する。
[bookmark: _Ref62155552]表 4　改正市場法のポイント
	改正市場法の項目
	項目別の内容

	開設に関する規制緩和
	食品流通拠点への転換
	卸売市場を食品流通という大枠の視点で捉え、市場外流通など他の流通チャネルに対し優位性を発揮すべき拠点と位置づけた

	
	開設者の民間事業への開放
	中央卸売市場は都道府県や政令都市が開設者になることが前提であったが、民間事業者でも開設者になることができるようになった

	
	開設区域の廃止
	農水大臣が指定する開設区域が廃止されたことで、より広い商圏を対象とした生鮮品の供給ビジネスが公認された

	
	国の関与の減少
	中央卸売市場の開設は、農水大臣の認可制から認定制へ変更され、卸売業者が国から営業許可や指導・監督を受ける規定は削除された

	取引ルールに関する規制緩和
	第三者販売の自由化
	卸売業者は、その市場の仲卸業者や売買参加者以外への販売は原則として禁止されていたが、小売店等と直接取引ができるようになった

	
	商物分離の自由化
	取引される産品は市場を経由して物流する商物一致が原則だったが、卸売業者等が産地から小売店等へ直送することが可能となった

	
	直荷引きの自由化
	仲卸業者は、その市場の卸売業者以外からの調達は原則として禁止されていたが、全国の産地から直接仕入れることが可能になった

	
	自己買受けの自由化
	卸売業者は、産地の産品を委託販売することを原則としてきたが、自ら買受け在庫を自社保有することができるようになった

	
	取引ルールは各市場で決定
	第三者販売、商物分離、直荷引き、自己買受け等の取引ルールは、市場の特徴や実態に併せ、各市場で決めることができるようになった


[bookmark: _Ref62156047]表 5　取引ルールに関する各市場の状況
	主な開設者
	第三者販売
	商物分離
	直荷引き

	東京都、金沢市、大阪市、広島市、高松市、福岡市
	原則自由化
事後報告制
	原則自由化
事後報告制
	原則自由化
事後報告制

	青森市、福井市、京都市、奈良県
	原則禁止・例外規定を基本維持
	原則自由化
	原則禁止・例外規定を基本維持

	札幌市
	原則禁止・例外規定を基本維持
	原則禁止・例外規定を
基本維持
	原則禁止・例外規定を基本維持

	岐阜市、岡山市
	完全自由化
	完全自由化
	原則自由化
事後報告制

	横浜市
	原則禁止
相対取引事業者新設
	事後報告制
市場外保管所設置届出制
	事後報告制

	仙台市
	条例から削除し施行規則で規定（原則禁止・例外規定を拡充）
	自由化
指定保管場所のみ事前届出制
	条例から削除し施行規則で規定（原則禁止・例外規定を拡充）

	名古屋市
	条例から削除し施行規則で規定
（事後報告制）
	条例から削除し施行規則で規定
（事後報告制）
	条例から削除し施行規則で規定
（事後報告制）

	大阪府
	原則自由化
事後届出制
	原則自由化
事後報告制
	原則自由化
事後届出制

























[bookmark: _Ref62155553]表 6　遵守すべき取引ルール
	ア）差別的取り扱いの禁止
イ）受託拒否の禁止
ウ）売買の取引方法の公表
エ）取引条件の公表
オ）取引結果の公表
カ）代金決済ルールの策定・公表







改正市場法による流通の変化と市場の対応策について
市場法が改正されて間もないことから、現在のところ、生鮮品の取引形態や全国の卸売市場の取組みには大きな変化は見られない。
その上で、改正市場法により、今後短期的（おおむね3年以内）／中長期的（おおむね4年～10年後）に、変化する可能性があると考えられる生鮮品流通等の変化と、それに対応するための卸売市場の方策について表 7に整理する。

[bookmark: _Ref48884027]表 7　流通の変化と卸売市場の対応策
	改正市場法の項目
	区分
	生鮮品流通等の変化
	卸売市場の対応策

	開設に関する規制緩和
	・食品流通拠点への転換
・開設者の民間事業への開放
・開設区域の廃止
・国の関与の減少
	短期
	· 他市場、市場外流通事業者、一般食料品卸等との競合激化

· 販売エリアの段階的な広域化の進展

· 取扱品目の段階的拡大（生鮮品＋加工品、青果＋花き・米等）
	→流通の効率化、品質・衛生管理の高度化、情報通信技術の導入、国内外の需要への対応等の強化
→広域での販売機能（大量荷受け、保管、加工、配送等）の強化
→取扱品目拡大のためのハード・ソフト（保管・配送／仕入・販売先拡大等）の充実

	
	
	中長期
	· 農水基準にとらわれない施設機能・規模の設定が可能
· 開設者の財政的・事務的負担増の懸念拡大
· 開設者裁量による整備・運営方針の決定が可能
	→開設者基準による施設整備の設計（独自の再整備計画の策定）
→市場会計ルールの見直し
→指定管理者制度等の導入
→市場の統廃合の推進
→民間資本活用型の整備・運営方式の導入

	取引ルールに関する規制緩和
	・第三者販売の自由化
・商物分離の自由化
・直荷引きの自由化
・自己買受けの自由化

・取引ルールは各市場で決定
	短期
	· 卸売業者による場外小売店等への直接販売の段階的拡大
· 産地から小売店等への直送配送の段階的拡大
· 仲卸による産地からの直接仕入の段階的拡大
· 卸売業者の自己買受け、大量保管の段階的な拡大
· せり取引はさらに縮小し、相対取引が拡大
· 各市場で定めたルールに基づく取引の推進
	→広域化するスーパーへの納品対応力の強化

→産直品等高鮮度流通システムの構築

→これまで扱っていなかった小口注文（国内産地、輸入品）の仕入・販売の対応の強化
→契約的取引の拡大と保管機能の強化

→電子取引による業務のペーパレス化を推進
→取引ルールの遵守と情報公開の徹底

	
	
	中長期
	· 卸・仲卸業者が市場外での流通業務を拡大
· 卸・仲卸の役割分担がなくなり垣根が崩壊
· 卸・仲卸間の競合激化、仲卸業者の淘汰が加速
· 機能・サービスに見合った委託手数料の自由化が加速
· 業界外も視野に入れた多品目化が進展
· 出荷奨励金・完納奨励金等商慣習の撤廃
· 「中抜き」による中間マージン圧縮で販売価格は段階的に低下
· 市場ごとの取引等の特色が顕著化
· 他市場等の競合が激化、産地・小売店の取引市場の絞り込み
	→取引ルールに基づく場内取引の活性化
→卸・仲卸の役割分担の再構築と連携強化
→各社の経営基盤を強化
→共同体組織への改組（経営統合含む）
→保管・加工・配送機能の強化と手数料の弾力化

→市場間・他業種連携による品揃えの強化
→新たな取引慣習の再構築

→流通・業務の効率化、機械化・情報化による運営コストの縮減
→産地・消費地の情報入手や需給調整のための情報化を推進
→顧客に対するマーケティング活動の（販売代行から商社への転換）強化
[bookmark: _Hlk48838317]→場内でのデータ標準化や情報連携基盤の構築、共通情報通信技術の導入拡大





改正市場法を踏まえた今後の卸売市場の方向性
前項で整理した流通等の変化と卸売市場の対応策の内容をもとに、改正市場法を踏まえた今後の卸売市場の方向性について考察する。

ア）競合が激化する中での経営基盤の強化の必要性
改正市場法により規制緩和が進む中で、これまで国の関与のもと、全国一律の規模・機能や取引ルールのもとに整備・運営されていた卸売市場（特に中央卸売市場）が、各市場開設者の裁量により独自の市場づくりを可能にするものである。
一方、法改正により開設区域という概念がなくなり、卸売市場が食品流通の一部と位置づけられたため、他市場、市場外事業者、あるいは一般の食品卸業者との競合が促進されることになる。
競合激化の中で競争力を高めるためには、各卸売市場、ひいては本市場においても流通の効率化、品質・衛生管理の高度化、情報通信技術の導入、国内外の需要への対応等、市場全体の経営基盤の強化が必要不可欠であり、その対応の有無によって各卸売市場の存続が左右されるものと考えられる。

イ）民間資本の活用も視野に入れた整備・運営方式導入の検討
開設自治体の財政負担が年々増加し、取引量の減少により市場会計の収支が悪化する傾向がある中で、全国の多くの市場が老朽化しており再整備の局面を迎えている。令和元年度の農林水産省「卸売市場データ集」によると、全国の中央卸売市場開設者の単年度収支（各市場の合計）は78億円の赤字となっている。
改正市場法により、民間事業者でも開設者になれることになったことを踏まえ、民間資本の活用も視野に入れた整備・運営方式を導入する市場も将来的には登場するものと考えられる。
[bookmark: _Hlk48837782]今後は、市場が持つ公益性を確保するために、自治体が開設者となることを前提としつつ、本市場においても指定管理者制度等の継続だけでなく、PFI※1やPPP※2等による民間資本の活用も視野に入れた、整備・運営方式の検討が必要になると考えられる。





※1　PFI（Private Finance Initiative）；民間資金等活用事業
※2　PPP（Public Private Partnership）；官民連携事業

ウ）マーケティング活動の強化の必要性
改正市場法により競合はさらに激化することが予想されるが、売り手市場から買い手市場へ転換して久しいにもかかわらず、これまでの卸売市場は、プロダクトアウトの視点で産地の販売代行業務を行ってきた面が強い。
また、卸売業者の自己買受けが可能になり、第三者販売や直荷引きなど取引ルールの規制緩和が進む中で、小売店や飲食店が求める産品を求める形態に加工して効率的に配送する、または小口の特色あるオリジナル商品を供給するなど、マーケットインの視点に転換し、企画提案力を養い、マーケティング活動を強化していくことが市場関係者には求められてくる。
本市場においても、このような視点でのマーケティング力強化は必須であり、こうしたマーケティング力を持てるか否かによって、今後の各卸売市場の盛衰が決まるものと考えられる。

エ）共同事業体としての場内事業者の連携の必要性
改正市場法により取引ルールの自由化が進展すると、卸売業者と仲卸業者の垣根が低くなり、双方の競合に発展し、力のない仲卸業者は淘汰されることが予想されるが、これは卸売市場全体の競争力を低下させ、取引量の減少や、共倒れをもたらす大きな原因となることが懸念される。
そこで、各市場で決めた取引ルールを遵守した運営を行い、経営統合も視野に入れた共同事業体としての結束力・連携力を強化するとともに、例えば場内でのデータ標準化や情報連携基盤の構築、共通情報通信技術の導入を進めることで、市場全体の優位性や効率性を追求していくことが重要であると考えられる。
場内での業者間競争に陥るのか、共同事業体として市場全体の競争力を強化していくのかによって、本市場も含め、今後の各卸売市場の将来像が決まるものと考えられる。



[bookmark: _Toc65573592]全国の中央卸売市場の現状と課題
[bookmark: _Hlk47806053]市場流通全体の経由率が低下する中、開設から数十年経過した全国の中央卸売市場においては、物流構造の変化や取引ニーズの多様化・変化への対応、施設の老朽化など共通の課題を抱えており、本市場においても同様である中、近年これらの課題を解消するために、建替えの実施や建替えの方針を決定する中央卸売市場が増えている。全国の中央卸売市場の現状の課題並びに建替え整備の動向について、表 8及び表 9のとおり整理する。

[bookmark: _Ref48588735]表 8　全国の中央卸売市場の現状と課題の整理
	背景
	現状
	課題

	· 国内生産量の低下
· 市場外流通の増加
	· 取扱数量の減少
	· 集荷力の向上
· 卸売市場の提携、集約化

	· 安全、安心な食への社会的な
要請
	· 食品衛生法の改正
	· HACCPやコールドチェーンへの対応

	· 取引形態の変化
· 市場機能の後付け整備
· 情報通信技術の急速な発展
	· 非効率な場内流通、取引システム
	· 場内物流動線の最適化
· 業務を効率化するICT/IoT技術の導入

	· 輸送コストの高騰
	· 物流業者の荷受作業、待機時間の長期化
	· 物流業者の労務負担の改善

	· 産地との連動や加工、保管等によるバリューチェーン構築の要請
	· 消費者や実需者ニーズの多様化
	· 情報発信機能の強化
· 付加価値のある商品の提供

	· 再整備を実施していない市場は開設から40～50年程度経過
	· 施設の老朽化
	· 再整備による財政負担への対応



[bookmark: _Ref61425684]表 9　全国の中央卸売市場の建替え整備の動向
	建替え済み　又は
建設中の中央卸売市場
	東京都（豊洲市場）、福岡市（青果）、横浜市、
大阪市（本場・東部）、京都市、神戸市、姫路市、
和歌山市　　など18市場

	建替え計画策定中　又は
建替えを検討中の中央卸売市場
	川崎市、金沢市、名古屋市、奈良県、広島市　など14市場

	建替え等が未定の中央卸売市場
	大阪府、静岡市、岡山市、宮崎市　　など21市場


注：花き又は食肉のみの市場を除く53市場（太字は大都市圏、政令市）



0. 取扱数量の減少
全国の中央卸売市場における最も大きな課題として、図 15に示すとおり取扱実績の減少が挙げられる。
国内の農産物・水産物の生産量については、農業漁業従事者の高齢化や担い手不足、水産物に限っていえば資源量の低下が要因となり、低下の一途をたどっている。このような状況から、卸売市場では集荷力を向上させることが課題となっており、他市場より価格形成や品質管理、流通コストなどで出荷者にとって魅力ある市場となるための対策が必要となってくる。

[bookmark: _Ref48588500]図 15　全国の中央卸売市場の取扱実績の推移　（上：青果部、下：水産物部）
[image: ]
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資料：農林水産省「平成30年度　卸売市場データ集」より流通研究所作成

食品衛生法の改正
令和2年6月1日に施行された改正食品衛生法により、原則としてすべての食品事業者は一般衛生管理に加え、HACCPに沿った衛生管理の実施が求められることとなった。
このため、青果・水産物を扱う卸売市場の関係事業者は、部類ごとに公開されている手順書に則って、遅くとも令和3年6月までに取り扱う商品の特性に応じた「HACCPの考え方を取り入れた衛生管理」に対応する必要がある。
厚生労働省によると、HACCP導入において新たな設備投資は原則不要で、危害要因を明確にした重要な管理項目の記録化を求めている。しかしながら、図 16に示すとおり食品製造業では22.5%しか導入が進んでいない状況である。
また、食品衛生法の改正には、安全・安心な食への社会的な要請が背景にあり、HACCPへの対応と合わせて、閉鎖型施設による高温・多湿への対応や防虫・防塵・防鳥対策、コールドチェーンによる品質管理などへの対応が課題として挙げられる。中央卸売市場における低温卸売場の整備状況は青果部で18％、水産物部で17％と5分の1以下の状況である。（農林水産省調べ、平成27年度末時点。）
なお、HACCPへの対応については必ずしも施設整備が必要なわけではないが、高度な衛生管理をするためには閉鎖型施設や仲卸店舗の間仕切りなどの整備が必要となる。

[bookmark: _Ref48643962]図 16　食品製造業におけるHACCP導入状況（回答全業種）
[image: ]








資料：農林水産省「食品製造業におけるHACCPに沿った衛生管理の導入状況
実態調査」（令和元年度）より流通研究所作成

非効率な場内物流・取引システム
再整備が完了していない中央卸売市場の多くは開設から40～50年経過しており、開設当初と求められている機能や規模が異なってきていることから、市場全体の機能が陳腐化している、あるいは後付けで卸売棟の周辺に配送センターや加工場、冷蔵庫・保管庫等を設置しているため、動線が錯綜している市場が多いのが現状である。
現在の市場に求められる場内物流動線は荷降し→卸売場→仲卸売場（分荷）→加工→保管→出荷という流れであるが、再整備前の市場ではこの流れのとおり荷が一方行に流れることが難しく、フォークリフトやターレットが錯綜している状況が顕在化している。この場内物流の改善という課題に対して、施設を再整備して現在の物流動線に則した施設配置が求められているほか、最新のICT／IoT技術を活用した自動運搬装置や立体倉庫、自動ロボットによる効率的な場内物流の導入が求められている。
また、取引についても図 17に示すとおり卸売市場では電話・FAXによる取引が通例で、アナログ的な作業により、事務作業の効率化が図れていない課題を抱えている。

[bookmark: _Ref62219521][image: ]図 17　卸売市場を取り巻く情報環境の現状









出典：農林水産省「卸売市場を含めた流通構造について」（H29.12）



物流業者の荷受作業・待機時間の長期化
働き方改革関連法が平成31年4月より施行され、全日本トラック協会からトラック運送業界の働き方改革実現に向けたアクションプランが策定されるなど、労働生産性の向上を目的として、手待時間、荷役時間の削減や効率的な運送など、長時間労働への対策がなされている。
農水産品の物流は主にトラックによる輸送が大半を占めており、図 18に示すとおり、他の品目と比較しても拘束時間が長いのが特徴である。卸売市場では、品目ごとに荷を降ろす場所が異なるなど、場内での横持ちでも荷役に時間がとられるようなケースもあり、農水産品の輸送において、物流業者の労働時間の負担改善が課題となっている。

[bookmark: _Ref50050129]図 18　輸送品類別拘束時間内訳
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出典：国土交通省「トラック輸送状況の実態調査」（平成27年）


実需者・消費者ニーズの多様化
実需者のニーズとして、中央卸売市場での保管・加工・配送センター機能の充実が求められている。
中央卸売市場における保管及び輸送施設の整備状況、加工施設の種類を図 19にそれぞれ示す。青果・水産物においては貯蔵・保管施設を有している市場はほぼ100％である一方、配送センターについては設置率が32％にとどまっている。
加工・パッキングへの対応としては、量販店等もバックヤードの場所・労働力不足から、青果でいえば袋詰めやカット加工、水産物でいえば内臓・ウロコ処理や三枚おろしといった需要が高まっており、このような付加価値のある商品の提供が求められている。
また、保管機能を充実させ、中央卸売市場で需給調整することで安定した商品供給を実現することも、多様化している実需者へのニーズに応える新たな役割として期待されている。
消費者からはトレーサビリティの観点から生産者情報や生産履歴が安全・安心につながるという意識が高まっており、次頁の図 20に示すとおり、消費者の生活全般や消費生活における意識や行動の中で、食品の安全性への関心が約7割と最も高い状況である。直売や産地直送による販売は中間流通がないため、情報提供も容易で生産者情報や生産履歴を掲示している場合も多いが、中央卸売市場の場合は、前述の図 17に示すとおり、産地からの情報が卸売業者・仲卸業者と断絶しやすい状況であるため、それらを結ぶ情報のプラットフォームが必要となる。

[bookmark: _Ref48661504]図 19　中央卸売市場における加工・調製、保管・配送施設の整備状況
[image: ][image: ]







出典：農林水産省「多様化するニーズへの的確な対応」（H26.11）

[bookmark: _Ref48649664]図 20　消費者問題に対しての関心


























出典：消費者庁「消費者意識基本調査」（平成30年度）
※利殖商法とは、「高利回り」、「値上がり確実」など利殖（利子や配当金などによって財産を増やすこと）
になることを強調して不当な勧誘をする商法のことを示す


施設の老朽化
表 10に示すとおり、全国でも有数の取扱数量を誇る中央卸売市場でも開設から年数が経過して施設の老朽化が進み、再整備が必要な市場は多く存在している。市場の施設規模によっても異なるが、再整備が完了した市場によると建設費だけでも数百億円程度かかる例もあり、開設者にとっては再整備の財政負担が課題となっている。
このため、再整備の際にはライフサイクルコストを含めたコスト低減を図る観点から、民間資本活用の導入を含めた検討を進めるなど合理的な手法を検討していく必要がある。

[bookmark: _Ref48670683]表 10　再整備を実施していない主な中央卸売市場
	市場名
	取扱金額
	主な施設の整備年数
	経過年数

	名古屋市中央卸売市場本場
	1,522億円
	S58年
	37年

	仙台市中央卸売市場
	1,147億円
	S48年
	47年

	大阪府中央卸売市場
	895億円
	S53年
	42年

	金沢市中央卸売市場
	734億円
	S41年
	54年

	広島市中央卸売市場中央市場
	558億円
	S56年
	39年

	東京都中央卸売市場淀橋市場
	573億円
	S47年
	48年

	岐阜市中央卸売市場
	543億円
	S46年
	49年



出典：全国中央卸売市場協会概要（令和2年度版）
注：再整備計画中の市場を含む
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